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ならの    勉強にも嗅張́′ているようたが、キキに運動が得意で、

ひとこと七省夕絆Tや
弟たちヒ1は 〈勉強したり、遊んでは

つ`日の主な記事
よ亀漁卑せやや開催 ピ お

ば
あ
ち
ゃ
ん
大
す
き

ま
た
、
つ
け
も
の
は
、
あ
ば
あ
ち
や
ん
が

一
人
で

作
り
ま
す
。
こ
れ
も
わ
た
し
の
大
こ
う
ぶ
つ
で
す
Ъ

こ
し
て
小
ご
と
を
言
っ
た
こ
と
の
な
い
あ
ば
あ
ち
ゃ
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町
村
長
会
談
で

豊
か
さ
の
実
現
め
ざ
す



市
浦
営
林
署
（菊
池
清
香
署
長
）
　
　
一
用
十
五
日
午
前
九
時
三
十
分
が

の
開
庁
百
周
年
記
念
式
典
は
、
十
　
　
ら
、
市
浦
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

記

念

式

典

で

は

、

ま

す

菊

池

清

　

　

経

営

の
改

善

、

合

理

化

で

こ
れ

を

香

市

浦

営

林

署

長

が

「
国

有

林

野

　

　

克

服

し

、

自

己

の
持

つ
各

種

機

能

低

迷

な

ど

に

よ

り

、

財

務

事

情

は

　

　

国

民

的

な

要

請

に
応

え

、

優

れ

た

極

め

て

困

難

な

状

況

に
あ

る

が

、　

　

　

国

有

林

を

次

代

に
引

き

継

い
で

い

い
る

が

、

２‐

世

紀

へ
の
飛

躍

と

希

自

巳

市
浦
営
林
署
庁
舎

昭

和

八

年

■

一
月

、

庁

舎

を

現

こ

の
省

令

に
基

づ

き

、

同

年

七

(鋤 広報ιチ4
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活
動
の
在
り
方

学

び

合

う

市
浦
村
連
合
Ｐ
丁
Ａ
主
催
の
合
　
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
、
会

同
研
究
大
会
は
、
十

一
月
十
二
日
　
　
員
、
教
育
関
係
者
ら
約
九
十
人
ガ

午
後
六
時
三
十
分
か
ら
、
市
浦
村
　
　
出
席
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
研
究
大
会
は

「村
全
体
の
　
　
政
機
関
が

一
同
に
会
し
て
開
い
た

庭
、
学
校
、
地
域
が
そ
れ
ぞ
れ
力
　
　
　
研
究
大
会
で
は
、
西
北
教
育
事

を
出
し
合
い
、
強
い
連
携
の
中
で
　
　
務
所
の
福
田
真
弘
主
任
社
会
教
育

具
体
的
な
実
践
活
動
を
推
進
さ
せ
　
　
主
事
が

「家
庭
、
地
域
の
教
育
力

る
こ
と
が
大
切
」
と
し
て
、
村
内
　
　
を
高
め
、
村
ぐ
る
み
で
の
青
少
年

各
学
校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
保
育
所
、
行
　
　
健
全
育
成
が
、
な
ぜ
叫
ば
れ
て
い

年

度

上

半

期

の
少

年

非

行

の
特

徴

十

人

（
一
二

・
四

％

）
減

少

し

て

で
あ

り

、

男

子

生

徒

の
非

行

は

減

の
非

行

が
増

え

て

い
る

の

が
特

徴

だ
。

そ

し

て

、

非

行

の
低

年

齢

化

が
進

行

し

、

約

一
割

の
小

学

生

が

か

に

な

っ
て

い
る

」

と

、

指

摘

し

っ
て

い
る

た

め

「
大

事

に
、

大

切

に
育

て

よ

う

」

と

、
「
っ

ぃ
世

話

を

や

き

過

ぎ

た

り

、

過

保

護

に
な

っ

特

に

「
は

し

を

正

し

く

持

て
な

い

の
責

任

だ

」

と

、

厳

し

く

指

摘

し

、

分

科

会

へ
の
問

題

提

起

と

し

ま

し

た
。

講

演

の
あ

と

「
家

庭

教

育

の

現

状

を

反

省

し

、

自

分

を

み

つ
め

合

い
ま

し

た
。

短

時

間

で

の
分

科

会

で
、

十

分

な

る

話

し

合

い
は
出

来

な

か

っ
た

も

の

の
、

子

供

の
健

全

育

成

強

化

の

た

め

に
、

保

育

所

、

小

・
中

・

高

校

の
Ｐ

Ｔ

Ａ

活

動

を

活

発

に
さ

せ

る

と

と

も

に

、

地

域

ぐ

る

み

で

連

携

を

深

め

て

い
く

こ

と

を

確

認

生
活
に
密
着
し
た
行
政
を

敏

，
時

５９
山
納

下

総

合

計

画

審

議

会

を

発

足

さ

せ

、

住

民

の
意

見

を

反

映

さ

せ

る

べ
く

検

討

を

急

い
で

い
る

よ

う

だ

が

、

過

去

に
も

長

期

計

画
書

が
作

ら

全

く

盛

り

込

ま

れ
ず

、

特

定

の
人

だ

け

に
よ

る

机

上

プ

ラ

ン
で
、

実

現

し

た

も

の
も

少

な

か

っ
た
よ

う

る

計

画

内

容

で

な

け

れ

ば

、
本

気

に
受

け

止

め

て

く

れ

な

い
と
思

う

。

た

ら

す

た

め

、

新

た

な

視

点

で
畑

作

振

興

に
取

り

組

ん

で

は

ど
う

か
。

畑

地

が

全

く

捨

て

ら

れ

て

い
る

現

状

に
あ

る
本

村

を

み
る

と

き

、

畑

作

振

興

に

よ

る

計

画

生

産

を

推
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村

関

係

者

ら

が

、

一
世

紀

を

超

え

創立‖0周 年祝い学芸会

踊りや劇に大きな拍手

は

り

き

る

子

供

た

ち

106-
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まず予防 年に一度はガン検診
正しい食生活で高血圧をなくしよう

姿
勢
で

十

七

回
市

浦

村

共

同
保

健

計

画

会

議

が

十

一
月

十

三

日
、

午
前

十
時

か

ら

コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
セ

ン
タ

ー

で
開

か

れ

、

集

ま

っ
た
村

民

七

十
人

が
、

五

グ

ル
ー
プ

に
分

か

れ

て
、

こ
れ

ま

で

の
活

動

状
況

を

ふ
ま

え

て
、

草

の
根

健

康

運
動

の

一
層

の
盛

り
上

げ

を

は

か

る
と

と

も

に
、

来

年

度

は
、

増

え

続

け

る

〃

ン
疾
患

の
ほ

か
、

高

血

圧

、

成

人

病

の
早

期

発

見

と

予
防

、

老

人

の
健
康

、

母

子
保

健

に
力

を

入

れ

、

ゴ

ミ
処

理
な

ど

の
環
境

衛

生

に
も

、

キ

メ
細

か

に
取

り
組

ん

で

い
く

こ
と

に
な

り
ま

し

た
。

康

づ

く

り

運

動

を

展

開

し

て

い
ま

母

子

保

健

、

献

血

、

環

境

衛

生

な

ど

の
問

題

を

提

起

。

①

男

性

の
受

診

率

を

高

め

る

た

め

に

は

、

②

子

供

の

む

し

歯

を

な

く

す

に

は

、
③

献

血

本

数

を

増

や

す

に

は

、
④

ゴ

っ
て

よ

り

充

実

し

た
保

健

衛

生

活

健
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男
性
の
受
診
率
を
高

め
る
に
は
ど
う
し
た

ら
よ
い
か

を

し

て
よ

か

っ
た

と
思

っ
て

い
る
ビ

◆

役

場

に
望

む

こ

と

＝

▼

し

し

み

か

ら

で

は
無

理

が

あ

る
。

▼

検

診

そ

の
時

期

に
検

診

日

を

設

定

す

る
。

グ
ル
ー
プ
討
議
で
内
容
充
実

◆

住

民

側

で

で

き

る

こ
と

＝

▼
婦

ん

で
受

け

る

自

党

を

持

つ
。

子
供
の
む
し
歯
を
な

く
す
る
に
は
ど
う
し

た
ら
よ
い
か

◆
現
状
＝
▼
あ
ま
い
も
の
を
と
り

◆
役
場
に
望
む
こ
と
＝
▼
保
育
所
　
　
◆
役
場
に
望
む
こ
と
＝
▼
事
業
所

童
、
生
徒
の
場
合
、
授
業
が
あ
る

献
血
本
数
を
増
や
す

に
は
、
ど
う
し
た
ら

よ

い
か

◆

現

状

＝

▼

四

百

∝
に

切

り

替

え

ご
み
収
集
場
所
の

美
化
（自
家
処
理
）を

高
め
る
に
は
…



広報ιチ4(0

会

場

で

は

、

日

常

生

活

用

品

や

安

い
価

格

で

品

物

を

提

供

、

地

元

劇

「
安

東

物

語

」

、

市

浦

中

学

校

砂

山

保

存

会

や

相

内

芸

能

保

存

会

、

家

の
小

舘

衷

三

氏

を

講

師

に
招

い
　

　

し

ま

し

た
。

は

、
「
お

母

さ

ん

の

つ
う

し

ん

ば

」

　

間

中

、

米

を

中

′し、
と

し

た
料

理

の

十

一
月
二
日
に
は
、
郷
土
芸
能
発

表
大
会
が
行
わ
れ
、
踊
り
や
劇
、

人
形
芝
居
な
ど
に
大
き
な
拍
手
や



あすを
―
拓く
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ち
珈
確
４
伊
ｏ

レ75く

沸
こ“
球
ゎ

か

ま

ど

重
臣
屋
敷
か

井
戸
の
構
造

実取第一井戸址井戸枠一「館址」所収

⑦

百

両

の

馬

に

キ

ズ

あ

る

、

精

白

は

あ

り
得

な

い
と

い
う

た

と

え
。

拾

い
、

お
守

り

と

し

た

と

い
う

逸

昼

間

苦

語

れ

ば

ね

ず

み
が

笑

う

ん

の
時

だ

け

に
語

る

も

の

で
あ

る

拾

わ

ぬ

金

分

げ

る
　

現

実

で
な

貧

す

れ

ば

鈍

す

る
　

貧

乏

す

る

貧

乏

は

が

い
ぐ

　

貧

乏

に
拍

車

鋼

謝

ヽ

難

告

は

嚇

の
鴎

り

　

世

耐

え

し

の

べ
ば

良

い
時

が
あ

る

と

貧

乏

人

の
煮

る

粥

ア

湯

ネ

な

る

-107
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困っていませんか

お気軽にご相談<ださい

自衛官 2等陸・海・空主

志願案内

「委定した待遇と楽しい生J

す
こ
や
か
曰
記

脇
元
保
育
所
お
ゆ
う
ぎ
か
い

石
岡
　
誠
さ
ん

長
男
成

人
ち
や
女
四
８

長
女
仁

美
ｔ

全
二

応 募 資 格

火の点検忘れずに/

防人の大役、あなたが主役

■火災発生件数

最低賃金のお知らせ

蔓替
=尊

芳湾曇働塁薫整尋磐民

合
格お

め
で
と
う

第

７４

回

商

工
会

珠

算

検

定

試

験

各

小

学

校

に

お

い
て
、

第

７４
回

全

国

商

工
会

珠

算

検

定

試

験

が
行

な

わ

れ

ま

し

た
。

受

験

者

数

が

四

十

九

名

、

合

格

者

は

次

の

と

お

り

で

▼

二
級

　

村

上

の
ぞ

み

（
十

三

小

）

辻

分

珠

算

学

院

（
山

田
美

代

子

）▼

三
級

　

小

山

内

み

ち

る

⌒
浦

田
塾

）
竹

谷

幸

久

（
辻

分

珠

算

学

院

）▼

四
級

　

秋

月

桃

子

（
浦

田
塾

）

三

和

真

澄

（
辻

分

珠

算

学

院

）

▼

五
級

　

若

山

美

奈

子

（
十

二

小

）
相

川

雅

哉

（
浦

田
塾

）
三

和

順

子

、

大

沢

麻

子

⌒
辻

分

珠

算

学

院

）▼

六
級

　

中

野

朝

美

、

柳

谷
龍

大

、

煤

田
光

則

（
浦

田
塾

）
秋

田

谷

誠

⌒
辻

分

珠

算

学

院

）

谷

紀

子

⌒
浦

田
塾

）
林

崎

孝

幸

（

辻

分

珠

算

学

院

）

▼

八
級

　

中

井

春

香

、

中

井

勝

▼
九

級

　

秋

月

達

淑

⌒
浦

田
塾

）

成

田
麻

美

（
辻

分

珠

算

学

院

）



桂

川

地

区

は

、

毎

月

定

期

の
健

康

相

談

を

行

っ
て

い
る

地

区

で
す

。

家

に

い
る

人

は
皆

、

顔

を

出

し

て

く

れ

る

の

で

仕

事

で

こ
れ

な

い
人

の
健

康

状

態

も

こ

の
健

康

相

談

を

通

し

て

知

る

こ

と

が

で
き

ま

す

。

た

だ

、

実

施

し

て

い
る

場

所

が

、

小

高

い
所

に

あ

る

施

設

を

利

用

し

い
と
思

い
ま

す

。

Ｋ

さ

ん

は

明

治

３。
年

生

れ

の

８９

歳
。
　

コ

」
の
坂

を

登

れ

る
う

ち

は

保

健

婦

さ

ん
。

あ

た

っ
た

ら

ど

う

す

る

，
忙

し

い
若

い
人

に
迷

惑

を

の
ね

′

」

が

定

期

の
健

康

相

談

に

心
が
安
ま
る
場
所

墾

保
篇

野

宮

冨

子

糀

地

お

誕

生

和

鳴

　

香

奈

（
磯

松

）
浩

川

内

由

希

美

⌒
脇

元

）
敏

笹

山

　

雅

博

（
磯

松

）

明

秋

田

谷

祐

馬

（
大

田

）
光

私

は
中

学

を

卒

業

し

、

青

森

の

高

校

へ
進

学

し

ま

し

た
。

な

ぜ

私

う

と

、

今

ま

で

と
違

っ
た

環

境

の

い
う

気

持

ち

と

、

今

考

え

て

み

れ

ば

軽

率

を

考

え

だ

っ
た

か

も

知

れ

ま

せ

ん

が

、

親

元

を

離

れ

て
暮

ら

で

の
生

活

は

寂

し

さ

と
不

安

の
毎

間

で

、

私

に

と

っ
て

も

良

い
経

験

高

校

を

卒

業

し

、

再

び
市

浦

村

一
番

心

の
安

ま

る

場

所

だ

」

と

、

改

め

て

実

感

し

て

お

り

ま

す

。

私

だ

け

で

は

な

く

、
皆

が

そ

う

r ⑩⑬⑬⑬◎⑬⑬⑬⑬

長 男 陽 輝 ちゃん(9ヵ 月 )
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